
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンジン・オイルの役目 

① すべりを良くする。（潤滑作用）   

力が強いとすべらない。（高出力型） 

② すき間をうめる。（密封作用）    

③ 冷やす。（冷却作用）         

④ ススをとる。（清浄作用）   オイルが黒く汚れる。 

⑤ 錆びなくする。（防錆作用） 



 
 
 

 
オイル交換の必要性 

 
 

エンジン性能確保のため交換が必要です。 

摩擦部分を滑らかに回転させ、傷が付くことを

防止します。 

交換しないと、環境汚染、燃料消費過大となる。 

 

汚れる、減る、添加剤の消耗、油の劣化 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

エンジン・オイルの粘度 
 

    ねばりけ、硬さ、柔らかさのことで、油膜の厚さです。 

     油膜が薄い             油膜が厚い        

        ０W  ５W  １０W  ２０  ３０  ４０        

       保護性が悪い        保護性が良い       

       音がうるさくなる       音が静かになる      

         燃費良い           燃費悪い        

         加速良い           加速悪い        



 

 最近のガソリン車 指定オイルは 

OW―２０  ５Ｗ－３０  １０W―３０ 

 ※ OW―２０は、最も省燃費性に優れたオイルです。 

          

数字が小さいほど低温でも
硬くなりにくい  

  数字が大きいほど 100℃ 
での粘度が高い 

 

LSAC（潤滑油国際標準化及び認定委員会）マーク 
API 規格に合格し、さらに日米の自動車工業会で 
組織する ILSAC の燃費テストに合格した製品。 
省燃費性能において初期性能と耐久性能を要求 
される厳しい規格です。 



 

 
最近のジーゼル車 指定オイルは 

DH-1      
 動弁系部品の摩耗防止、EGR の装着や噴射タイミングの遅延等 
による油中ススの増加に対応するピストンの清浄性の確保、 
高温下で使用される場合の酸化安定性向上、触媒対策規格。 

DH-2     
  DH-1 で要求されているエンジン清浄性、摩耗防止性に加え、 
DPF の詰まりの原因となる燃焼残渣物（灰分）と、触媒性能を 
損なう懸念のある成分の低減などを求めている。 

硫黄灰分があると、燃焼により硫酸カルシウムとなり

目詰まりの原因になるので、低く抑えてある。 



 

 

なぜ燃費を良くするか 
 

① 地球温暖化防止 

 ② ガソリン価格高騰 

 ③ コールドスタート測定法の採用 



 

 

オイルに影響される新技術 
 

① 触媒、ＤＰＦ、ＤＰＲ（平成１７年規制） 

② ＶＶＴ（可変バルブ機構）、タイミング・チェーン 

③ ターボ車、オイル・タペット  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＰＲの作動概要 
 

通常一般走行では約２００ｋｍに

一回、高速走行では約５００ｋｍに

一回、フィルターに捕集したススを

自動的に再生する。 

運転条件によっては、自動的に 

再生されない場合がある、この時

は、インジケータランプとメーター

パネル内の排出ガス浄化装置 

インジケータランプが点滅するの

で、ランプ点灯から１５０ｋｍ走行

以内にスイッチを押し手動でスス

の燃焼（再生）を行う。 
 



 

 
排気行程で軽油

を噴射するので、

リングの隙間から 

オイルに混入して

希釈され、オイル

量が増加する。 

 

200 系ハイエース 

アッパー・レベル

状態を検出すると

オイル・レベル警

告灯が点灯する。 





いすゞ　フォワード



いすゞ　フォワード



日野　ＤＰＲの点検整備



（２）ＤＰＲ（排出ガス浄化装置）インジケータランプが点滅する際の点検

排出ガス浄化装置スイッチ内蔵のインジケータランプとメーターパネル内のインジケータランプが点滅した時は、

排出ガス浄化装置スイッチを押して排出ガス浄化装置に捕集したススを燃焼（再生）させる。

点滅したまま長時間放置するとチェックエンジンランプが点灯し、エンジン出力に影響してくる為、

この操作はインジケータランプが点滅をはじめてから１５０ｋｍ走行以内に行う必要がある。

（イ）ＤＰＲの点検

・１２ヶ月毎点検を実施する。

・本体のへこみ、ガタ、異音、割れ、排気漏れ、などの異常がないか点検する。

・排気圧力センサー及び排気温度センサーのホース、パイプ、ワイヤーハーネス、等の取り付 け状態に異常がないか
点検する。

（３）灰分（アッシュ）の除去作業

フィルタにはＤＰＲ再生では除去できないアッシュがたい積する、アッシュが増えてくると排気抵抗が大きくなり燃費
への影響も懸念されるので洗浄が必要となる。



マツダ  ボンゴ：トラック、バン、ブローニイ 
 

PCM の初期化作業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PCM でオイルの量を予測しています。PCM の初期化を行わない場合、 

非常に早いタイミングで DPF ランプが点滅することがあります。 



 

 
 
 
 



 

 




